
03 022018.4

　

現
在
、市
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
、２
６
４
５
７
人

（
２
０
１
８
年
２
月
末
現
在
）。人

口
８
０
８
７
４
人
に
対
す
る
割
合

は
32
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。人
口

比
率
の
高
い「
団
塊
の
世
代（
※
）」

が
高
齢
者
世
代
に
突
入
。本
市
は
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超

高
齢
化
時
代
に
直
面
し
て
い
る
。

　

本
市
の
将
来
の
推
計
人
口
は
、

15
年
か
ら
40
年
ま
で
の
25
年
間

に
、80
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が

１
０
６
・
９
％
に
増
加
、20
〜
59
歳

の
就
労
世
代
人
口
が
69
・
０
％
ま

で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。15
年
に
は
１
人
の
高
齢
者
を

３
・
９
人
の
就
労
世
代
が
支
え
て

い
た
の
に
対
し
、40
年
に
は
２
・
６

人
ま
で
減
る
計
算
に
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
25

年
以
降
は
、65
歳
以
上
の
う
ち
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、介

護
や
医
療
を
必
要
と
す
る
人
が
増

加
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
人
材
や
財
源
な
ど
の
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、独
居

高
齢
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、生

き
が
い
の
低
下
を
は
じ
め
、消
費

者
被
害
の
増
加
、認
知
症
の
進
行

の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、新
た
な
問

題
へ
の
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

多
く
の
高
齢
者
が
、核
家
族
化

の
進
展
な
ど
、社
会
の
構
造
が
変

わ
っ
て
も「
最
期
ま
で
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」と
口
に

す
る
。自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
ち
、

長
く
暮
ら
し
て
き
た
場
所
で
生
活

し
た
い
の
は
、人
と
し
て
当
た
り

前
の
考
え
。

　

市
は
、高
齢
者
が
地
域
で
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を

進
め
て
い
る
。地
域
の「
住
ま
い
」

「
医
療
」「
介
護
」「
予
防
」「
生
活
支

援
」を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
整
備
し
て
い
く
も
の
。地
域

で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
さ
ま

ざ
ま
。年
を
取
っ
て
も
生
き
が
い

や
喜
び
を
持
ち
、元
気
に
生
活
す

る
た
め
に
、各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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